
Ⅱ実施内容

里地里山の保全・活用の取組における課題と技術的方策等

分類 計画策定と実行プロセス

手法名 企業特性を活かしたＣＳＲ活動と社員研修活動の展開ステップ

主体 NECフィールディング株式会社

背景(地域の課題）

　ＮＥＣフィールディング（株）では、ICTメンテナンス、システムサポート業として全国各
地に多数の拠点が存在している（図１）。業務形態上、人材が資産という会社特性を
持っている。また、ＩCＴシステムサービス業という側面から社員のメンタルヘルスという
点でも自然環境豊かな地域での活動が重要視されている。
　こうした会社の特性を鑑みながらＣＳＲ活動を通じた里地里山保全活動へのより積
極的な取り組みを模索している。

手法／方策の詳細

（1）従来の社会貢献活動の把握と分析
　従来より行っていた社会貢献活動を、自社の集計システムを用いて把握し、活動の
高度化に向けた検討材料として活用。

（2）ＣＳＲ活動の類型化と概念整理の実施（図2）
　会社としてＣＳＲ活動を類型化し、取り組み内容の概念整理を実施。これにより、会
社として里地里山保全活動に一貫して取り組んでいくための明確な位置づけが実
現。

（3）「FIELDING社会貢献倶楽部」の設立と活動（図3）
　社内に「倶楽部」を創設。社員が積極的に参画できる仕組みを構築。積極的な社員
を構成員にして、会費を納めながら活動もするというもの。自分が提案もしくは賛同し
た活動に会費と会社からの拠出金を当て活動ができるようになっている。社会貢献活
動に対するスキームの強化や一貫した取り組み展開を可能にしている。

（4）社員のモチベーションを高めながら最新の課題にも対応する多様な活動
「俱楽部」を軸に社内研修をしながら学習を深める機会を創出し、社員のニーズにも
配慮した多様な活動を実施。社員のモチベーションを高めながら最新の社会的課題
にも対応できる活動を創出している。現在次のような活動が行われている。
　①社内講座・研修
　②森林整備・再生活動
　③里山整備活動と生物多様性への寄与
　④オフィスでできる保全活動「マイ箸」運動
　⑤海外での植林ツアー
　⑥産官学連携プロジェクトの立ち上げ

手法・技術的視点

（1）自社技術を活用したＣＳＲ活動分析
　自社技術を活用した独自のシステムにより従来の活動実績を把握し社会貢献活動
を分析。分析結果を検討しＣＳＲ活動を独自の視点から概念化することで会社にあっ
た取り組み方針を定め、会社として里地里山保全活動に参加していくための一貫した
位置づけを図っている。

（2）社員のモチベーションを引き出す仕組み
社内に「俱楽部」を創設し、資金面等も含めて社員の自主的な参加を促すと共に研修
機会を設けモチベーションや意欲を継続的に引き出していく仕組みと運営体制が創り
出されている。

（3）里地里山活動の成果を社員に還元する視点
　社員へのメンタルヘルスなどの効果などを組み込んだフィールド設定が行われてお
り、会社としても取り組み成果をメリットとして享受できるとともにさらなる活動への動
機づけを高める効果ももたらしている。
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図３：FIELDING社会貢献倶楽部の概要 
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